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核磁力計の試作研究
特に連続記録装置について一一一
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が発表されて以来，内外各機関によつて各種核磁力計の

試作，研究が活発に行なわれてきたが，一一一般にどち削

といえば相当の高精度を要求する測地学的な頃的をもつ
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に属す礁が，、ヒ記の諸、轄を考慮しつつ，陸一鞭動調査に便

なるよう機器の小型軽黒化をはかるとともに，ペンレニ更

一ダによる精度土ゆガンマのアナ玉驚ゲ記録がえられた。

　昭和繊年度以降，本装置は地質調査飯の諸事業計画に

基づく礒庵に使用きれ，多くの携謬な資料が提供されつ
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探建、三が実施され』ぐきたが，周御翼施頓あた韓それ濠で

一般に使用されていた各種磁力計をでのまま船．超こ塔載

するにはいくげ）かの難、轍が凄った。
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も相次いで実験，研究が行なわれた．特にレベジングを
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の種の用途を独占していた蕪腿舗撫目y脚にも優越す

　ものであつた。
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